別表第十九号の十八　伝送主信号の構成及び送出手順(第22条の18関係)
伝送主信号は、物理層パケット単位処理又は16個の物理層パケットを単位として行うブロック単位処理により生成されるものとする。
1　物理層パケット単位処理
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2　ブロック単位処理
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注
1　内符号化の誤り訂正方式は、別記1に示すターボ符号化方式とする。
2　ビットインターリーブは、別記2のとおりとする。
3　サブパケットは、ビットインターリーブされた信号を分割したものをいい、サブパケットインターリーブは、サブパケットの順序を並び替えることをいう。
4　スロット割当ては、スロット番号1から7のうち1又は連続した複数のスロット番号とする。
5　電力拡散は、別記3のとおりとする。
6　拡張物理層パケットは、16値直交振幅階層変調による変調マッピングを行う場合に別表第十九号の十七の3注1に規定する拡張コンポーネントに割り当てられる物理層パケットをいう。
別記1　ターボ符号化方式
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注
1　入力ビットは、物理層パケット単位処理の場合は物理層パケットのうちテール部を除いたものとし、ブロック単位処理の場合は16の物理層パケットから生成される15994ビットの符号系列とする。
2　[image: image4.png]


は、排他的論理和の演算素子を表す。
3　[image: image5.png]


は1ビット遅延素子を表す。
4　入力ビット数の回数符号を発生させた後、要素符号化器1及び2のスイッチを下に切り替え、要素符号化器1のみから3回符号を発生させ、要素符号化器2のみから3回符号を発生させるものとする。
5　ターボインターリーブは、以下のとおりとする。
(1)　物理層パケット単位処理
ターボインターリーブへの入力ビット(p993，p992，…，p0)は、カウンタ値m(m＝0，1，2，…，1024)から与えられる値nmによりpnmが順に出力されるものとし、mの初期値を0とし、これを全ての入力ビットが出力されるまでmを1ずつ増加して繰り返すものとする。
ただし、nmは、
‘i9i8i7i6i5i4i3i2i1i0’：カウンタ値mを2進数表示したもの
I0：‘i4i3i2i1i0’を10進数表示した値
I1：‘i9i8i7i6i5’を10進数表示した値
D［x］：xにより以下の表から与えられる値
‘j4j3j2j1j0’：D［I0］×(I1＋1)により求められる値を2進数表示したものの下位5ビット
x
D［x］
x
D［x］

0
27
16
21

1
3
17
19

2
1
18
1

3
15
19
3

4
13
20
29

5
17
21
17

6
23
22
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7
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29

8
9
24
9

9
3
25
13

10
15
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23

11
3
27
13

12
13
28
13

13
1
29
1

14
13
30
13

15
29
31
13

としたとき、‘i0i1i2i3i4j4j3j2j1j0’を10進数表示した値とし、nmが994以上の場合は出力しないこととする。
(2)　ブロック単位処理
ターボインターリーブへの入力ビット(p15993，p15992，…，p0)は、カウンタ値m(m＝0，1，2，…，16384)から与えられる値nmによりpnmが順に出力されるものとし、mの初期値を0とし、これを全ての入力ビットが出力されるまでmを1ずつ増加して繰り返すものとする。
ただし、nmは、
‘i13i12i11…i2i1i0’：カウンタ値mを2進数表示したもの
I0：‘i4i3i2i1i0’を10進数表示した値
I1：‘i13i12i11i10i9i8i7i6i5’を10進数表示した値
D［x］：xにより以下の表から与えられる値
‘j8j7j6j5j4j3j2j1j0’：D［I0］×(I1＋1)により求められる値を2進数表示したものの下位9ビット
x
D［x］
x
D［x］

0
13
16
509

1
335
17
215

2
87
18
47

3
15
19
425

4
15
20
295

5
1
21
229

6
333
22
427

7
11
23
83

8
13
24
409

9
1
25
387

10
121
26
193

11
155
27
57

12
1
28
501

13
175
29
313

14
421
30
489

15
5
31
391

としたとき、‘i0i1i2i3i4j8j7j6j5j4j3j2j1j0’を10進数表示した値とし、nmが15994以上の場合は出力しないこととする。
6　パンクチャドパターンの詳細は、以下のとおりとする。
(1)　物理層パケット単位処理における物理層パケット(テール部を除く。)のパンクチャドパターン
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注
1　1は伝送ビット、0は非伝送ビットを表すものとする。以下この表において同じ。
2　出力順は上から下の順とする。以下この表において同じ。
3　パンクチャドパターンは、1周期分のみを示すものとし、「…」は以後同様のパターンを繰り返すことを意味する。以下この表において同じ。
(2)　物理層パケット単位処理における物理層パケットのうちテール部のパンクチャドパターン
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注　符号化率1／3でX及びX'を出力する場合は、同じ値を2度出力することとする。
(3)　ブロック単位処理における物理層パケット(テール部を除く。)のパンクチャドパターン
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(4)　ブロック単位処理における物理層パケットのうちテール部のパンクチャドパターン
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注　符号化率2／7又は1／3でX及びX'を出力する場合は、同じ値を2度出力することとする。
(5)　伝送OIS信号(テール部を除く。)のパンクチャドパターン
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(6)　伝送OIS信号のうちテール部のパンクチャドパターン
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注　X、Y1、X'及びY'1を出力する場合は、2度出力することとする。
別記2　ビットインターリーブ
1　物理層パケット単位処理
内符号化した物理層パケットは4列のインターリーバに列方向の順に書き込まれ、奇数行については2列と3列を入れ替え、偶数行については1列と4列を入れ替え、行方向の順に読み出される。
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2　ブロック単位処理
内符号化した16個の物理層パケットは、インターリーバに順に書き込まれ、符号化率が1／2、4／7又は2／3の場合は15タップ線形帰還シフトレジスタ、2／7、1／3、4／11、2／5又は4／9の場合は16タップ線形帰還シフトレジスタにより生成された値のアドレスを順に読み出す。
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注
1　インターリーバの大きさは内符号化した16個の物理層パケットの大きさNとする。
2　線形帰還シフトレジスタにより生成された値がN＋1以上の場合は、読み出しをせず、次の値を生成することとする。アドレスがNの場合には出力アドレスは0とする。
3　15タップ線形帰還シフトレジスタは、次のとおりとする。
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4　16タップ線形帰還シフトレジスタは、次のとおりとする。
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5　[image: image17.png]


は、排他的論理和の演算素子を表す。
別記3　電力拡散
X20＋X17＋1の線形帰還シフトレジスタにより発生する拡散符号系列を各スロットに割り当てられた信号に加算する。
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注
1　[image: image19.png]


は、排他的論理和の演算素子を表す。
2　レジスタの初期値は、シンボル番号及びシンボルの種別により与えられる値とする。
3　m0，m1，…，m19は、スロット番号により与えられる値とする。
4　モジュロ2加算器は、全ての入力信号を加算した値を2で除した余りを出力するものとする。以下同じ。
